
圏璽歳茜舞訂一齢(生産環境一野菜．旅費一一十麹日阿まい，坐.宮．‘_塾△、一一一

－３４２－
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１４ 施設栽培地帯の土製改善対策 (八女市:黒土）

一電､'〃壷＝”＝灰Ｕ､庇層釈による１Ｚ月出し電照ギク
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究年吹 63～２年（完了）
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電照ギク栽培地帯では、土製の塩基バランスの悪化と作土の浅層化が生育
の阻害要因となっている。土域の塩主基調整及び混層耕が電照ギクの生育．収
量に及ぼす影響を明らかにし、土甑改善技術確立の基礎賓料とする‐

１
２
３
４
５

産草画"、夕自〃Ｖぶゐ

試験場
土域条

供試作

試験規
試験区

所
件
物
模
の

4匹

２区

３区

構成

打
行
層

憤
慣
混

八女市黒土地区
細粒灰色低地土
電照ギク“ヲ
１区６３，２２罰

十 塩 基調整

緒方統ＣＬ／Ｌｉｃ
秀芳の力
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耕（３０ｃｍ）＋煩薬調趣
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注）塩基調整法：作土深１５cm、仮比重0.94として土量141t／ｌＯａに対
して、塩基飽和度（％）がＣａ：ＭＲ：Ｋ＝５０：１５：７となるように
炭酸苦土石灰、硫酸苦土、ケイ酸加里及びようりん等を施用した
混層耕の場合は作土深３０ｃｍで計算した。

６耕種概要

（１）施肥設計（kg／１０ａ）
△可正彦，ジＲＩ，つｑＪ竜洋五丁〆ワ

基肥１９．６１８．７９．３油粕，配合肥料，Ｉ
追肥９．７９．２３．７ボカシ（７．０:８．２:1.4）

（２）耕種概要
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Ｂ化成，骨粉，魚粉
，有機液肥，配合肥

うね間７０cm，株間１３．５ｃ

エ電照期間８月下旬～１０月中下旬．
オ加温期間１０月中下旬～１２月中下旬
力収穫１２月下旬，３月下;旬
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塩基飽和度４５～４７％を６０％程度に上げた場合、
なる。さらに混層耕を行って主要根群域の拡大を
盛となり上物率が高まる。

電照ギクの生育は良好と
はかれば、生育は一層旺

１塩基調整を行うと切花重は増加し、葉の大きさが増大:する。
２塩基調整とともに混層耕を行うと、下層の塩基状態の改善により、根
量が増加して生育は、旺盛となり、さらに、ＭＲ／Ｋの適正化により、
ＭＲの吸収が促進され、葉の緑色が鮮やかになる。

３施設栽培では塩基成分の流亡が少ないため、塩基調整を毎年行う必要
はない。
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Ⅳ 主要成果の具体的データ．

第１表塩基調整前（63年５月２７日）及び収穫後（1年４月２６日）の士壌の化齢件

試 験区
ｐＨ交換性

(H２０）ＣａＭＲ Ｋ
Ｃ ＥＣ ‐

塩基Ｃ

飽和度

ｍｅｍｅｍｅｍｅ ％

軸 賃

Ｍ

g/ｋ

調整前５．３９．２１．２１．１２４．８４６．３７．７１．１

１区５．１１０．４１．２１．１２３．９５３．１８．７１．１

作付後２区５．２１０．２２．０１．２２２．７５９．２５．１１．７
３区５．５１１．５２ ．４１．１２３．４６３．８４．８２．２

注）交換性陽イオン及びＣＥＣは乾土lOOg当たり ｡

第２表’生育及び:収悩量（63年１２月）

試験区草丈葉数切花重葉長“葉幅茎径根重 等級別割合
上特特上

関

cｍ枚／本

１区１１０５２

２ 区１１４５２

３ 区１１２５３

g/本
7１

７６

８２

ｃｍｃｍｃｍｇ％％％
８．１５．９６．５０．８３４０５０１０

８．６６．４６．３０．８３５０１０４０

９ ． ０ ６ ． ８ ６ ． ７ １ ． １ ４ ０ ４ ０ ６ ０

注）①切花重は花から９５ｃｍの長さで切った重量。

②葉数は全葉数。茎径は花から１０枚目の葉の直'下を測定。
③根重は株:元を中心に地際部より面積１５×３０cm、深さ２０ｃｍを採取し、

乾物重を測定。

④等級は切花重で区別し、上は５５～６４９，特は６５～８４E､，特上は８５～
1009の範囲とした。

試験区Ｌａｂｂ／ａｌｒ家布でイ冒毒万薄五壱

１区３０．１‐６．５ ６ ． ５ － １ ‘ ０ ９ ． ２ ３ １ ． ５

２区３０．８‐６．３６．９‐１．１９．６３２．６

３区３１．３‐７．２ ７ ． ２ ‐ １ ． ０ １ ０ ． ４ ３ ３ ． ０

注）①日本電色工業社製ＮＤ－１０１ＤＰにより、花から１０枚目の葉を測定。
②Ｌ：明度，ａ：（赤）＋←→一（緑)，ｂ：（黄）＋←→－（青)。
③ｂ／ａ：色相．，/r冒毒存曹：彩度サ Ｖ百壱布毒五言：色差を表す。

Ｖ成果 の 評 価 と 取 : 扱 上 の 留 意点

１施設栽培土壌の管理技術確立の基礎賓料とする。

２２度切り栽培においても効果が期待される。

３施設栽培での塩基調整は、塩基類の集積などを十分考慮して慎重に行
う必要がある。

Ⅵ 今後の研究上の問題点

施設栽培での塩基類集積土壊における塩基調整方法の検討。

Ⅶ～資料名

63～２年度福岡県農業総合試験為生産環雫境亨研究所化学部土壌環
境対策事業成績書
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